
事業実施報告書 

       

                   法人名 NPO 法人テソロス・デ・ディオス                   

 

事業名 障害者に対する週末支援事業 

助成事業の種類 自立促進事業 人間分野 

1.事業の目的 （１）障害のある児童、成人の方たちのために、週末の時間の過ごし

方、余暇活動等の支援を行う。 

（２）地域の特性（自然環境、社会資源、人的資源）を生かして、障

害のある方たちが、週末の時間を有意義に過ごせる場を提供す

る。 

（３）日常的に介護をしている障害者の家族が、週末に一時的な休息

を図れる機会にする。 

2.事業で取り組ん

だ地域や社会の課

題 

当法人地域は、山間地域にあるため、障害者を支援する事業者が入っ

ておらず、自治体からのサービスの提供や情報が十分になされていな

い。そのことにより障害者の移動に制限が生じたり、サービス利用に

際して、都市部で生活する障害者との料金的な格差が生じ、社会参加

を阻害する大きな要因となっている。 

 

3.取り組んだ事業

の具体的な内容・

実施結果 

 

時期 内容 

７月 ２２日，２９日 

８月 ５日，１２日，１９日，２６日 

９月 ２日，９日，１６日，２３日，３０日 

１０月 ７日，１４日，２１日，２８日 

１１月 ４日，１１日，１８日，２５日 

１２月 ２日，９日，１６日，２３日 

１月 ６日，１３日，２０日，２７日 

２月 ３日，１０日，１７日，２４日 

週末支援事業の具体的な内容 

＜一日のプログラム＞ 

以下のようなプログラムを助成期間通して行った。 

（１） 対象者 障害のある児童、成人 

（２） 実施場所 NPO 法人拠点、地域福祉センター及び地域 

（３） 延べ参加人数 １８０名      



（４） プログラム 

        送迎車による到着 

  １０：００ はじまり 

        活動１ 郊外の歩行、屋外活動（夏川遊び、畑、園芸作業等） 

  １１：００ 活動２ 個別課題プログラム 

            買い物訓練 

  １２：００ 昼食 

  １３：３０ 活動３ 余暇活動プログラム 

            福祉センター、卓球、ダーツゲーム 

            ボッチャ、障害者レク、ゲーム 

  １５：００ おやつ 

        帰り支度 

  １５：３０ 送迎車発 

  １６：００ 終了 

 

＊ １１月１１日（土）は、ミニコンサートを実施。 

１３：３０～１５：００、地域福祉センター 

  利用者、スタッフ、ボランテイア、地域の住民、高齢者 

  子供たちなど、参加者、５０名 

○広報実績について 

飯能市社会福祉協議会広報ニュースレターで紹介 

4.事業実施により

達成した成果の具

体的な内容 

・利用者は、夏は川遊び、秋はハイキングや山歩き、畑の作物の収穫、

春は、市民ウオーキング大会等の活動に四季を通して参加、活動した。 

一般市民とも交流ができた。 

・毎回利用者たちは、７イレブンやスーパーへおやつやお昼を買いに

行くことにより、地域住民の人達と時間や場所を共有し、障害者への

理解が深まった。また福祉センター等を利用して、軽スポーツやレク

リエーション活動も行った。 

5.費用面での工夫 ・寄付金、利用者の育てた野菜販売、ボランテイアの活用 

6.地域社会への還
元について 

・利用者、スタッフ、ボランテイアが地域で活動することにより、地

域のお年寄りや住民と、お互いに交流ができた。障害者と地域住民が、

一緒にいることで、障害者の行動を目のあたりにし、障害者が地域の

中に存在し、共生する人たちであるという理解が進んだ。 

7.来年度以降どう

事業を継続し発展

させていくか 

・週末の支援事業を柱として継続し、地域活動の拠点としての役割を

果たすために、相談事業や研修会等も充実させていく。 

・人件費確保のため、自治体への助成、政策提案も行う。 

 




